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Ⅰ　基本情報

Ⅱ　令和4年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・基本方針に則
り、適正に管理運
営がなされてい
る。
・送迎時の置き去
り事故防止のため
チェック体制が強
化されているとこ
ろは高く評価でき
る。
・緊急時対応用に
職員が携帯電話
を所持して開所日
以外の日でも保護
者からの相談に
乗れる体制を作っ
ていることは高く
評価できる。

複数施設を一括指定の場合、その理由：

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

指定管理者評価シート

事業名 札幌市みかほ整肢園 所管課（電話番号） 保健福祉局保健福祉部障がい福祉課（211-2938）

１　施設の概要

業務の範囲

名称

募集方法

札幌市みかほ整肢園 所在地 札幌市東区北17条東５丁目２－１

施設維持管理業務、施設事業計画及び実施業務、施設利用承認等業務

社会福祉法人　麦の子会

令和2年（2020年）4月１日～令和7年（2025年）3月31日

施設数：１

延床面積

指定単位

所管局の評価

名称

医療型児童発達支援センター、保育所等訪問支援事業、日中一時支援事業、居宅訪問型児童発達支援
事業、相談支援事業、放課後等デイサービスの運営

1,015.53㎡（総面積1,938.75㎡）

主要施設

肢体不自由のある就学していない利用児とその保護者を対象に、一人ひとりの状況にあわせた早期療育
の場として心身の発達を促し、利用児及び保護者の意思と人格を尊重し、当事者の立場に立った適切な
療育を確保することを目的とする。

訓練室、保育室、診察室、心理判定室、言語療法室、工作室、プール、トイレ、調理室、屋外訓練場

公募

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期 昭和46年4月1日

▼設置目的である「肢体不自由のある就学していない
利用児とその保護者を対象に、一人ひとりの状況にあ
わせた早期療育の場として心身の発達を促し、利用児
及び保護者の意思と人格を尊重し、当事者の立場に
立った適切な療育を確保することを目的」としている。
▼Mission「共に生きる」困り感のある人たちを救い、とも
に生きるために存在しているという法人のミッションのも
とに障害のある人もない人も安心して暮らすことが出来
る地域づくりを行うということを念頭に置いて支援を行っ
ている。

▼新型コロナウイルス感染予防対策のため法人全体で
感染予防の徹底として消毒、換気、三密を避けるなどの
対策をとった。

・基本方針に沿った運営を
心掛け、理念の実践化に
努めた。また個別支援計画
に基づき、１人１人のニー
ズに沿った支援を提供でき
るように各職種で情報共有
しながら支援の方向性を統
一して支援を行えるよう努
めた。

・法人内にある居宅介護支
援事業所や短期入所など
の事業所間で情報共有し、
連携しながら支援を行っ
た。

・感染予防に努め、場所や
人数を工夫しながら日々の
活動や行事などに取り組ん
だ。感染状況を鑑みながら
新たに夏祭りや年長お泊り
会などの行事を行った。

施設数：１
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・公平なサービスの提供を
実施するために個別支援
計画に基づいた支援を実
施した。

・管理業務計画に沿って実
施することが出来た。

・週１回の法人全体の打ち
合わせでMissionやVision、
倫理綱領の読み合わせを
行い、公平公正な支援と平
等利用を図ることが出来
た。

・毎月の職員会議の中で障
がい者虐待防止法や支援
者として注意することを読
み合わせしたり、毎週１回
アンガーマネジメントとして
職員間で助けを求める練
習を行い、利用者権利擁
護に努めた。

・消灯やエアコンの操作を
こまめに行い省エネに努め
たが、新型コロナウイルス
感染予防のため建物の換
気を定期的に行うことによ
り、冬場の光熱費の節約が
難しい状況になった。

・札幌市環境マネジメントシ
ステムに基づき適切な管理
を行うことが出来た。

▼電気、水道、油、ガス等の使用に当たっては、極力節
約に努めた。

▼札幌市環境マネジメントシステムに基づき職員研修を
実施し、ごみの分別等の張り紙を掲示した。

▼ゴミの減量のため出たごみは持ち帰り、ペットボトル
や段ボールはリサイクル業者に搬出等努めた。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▼札幌市みかほ整肢園を利用や見学希望する方が公
平公正に利用できるように見学を随時受け入れ対応し
た。また、関係機関の方から見学希望があった場合にも
感染予防対策を取り受け入れを行った。

▼保健センター、相談室、病院等から見学や受け入れ
の問い合わせが多かったので随時電話での相談や見
学などの対応を行った。

▼法人の職員倫理綱領、職務遂行上の留意点、子ども
や職員の安全を守るためのルールを明記し、公平公正
な管理運営を行った。

▼虐待防止委員会を法人全体で月に１回開催した。ま
た虐待防止に関する責任者を配置した。みかほでの虐
待防止委員会ではパート職員への研修を企画・実行し
た。
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▼利用者支援の質の向上、情報共有、事故防止のため
朝の打ち合わせや情報シート等で情報共有した。

▼個別支援計画に基づいた支援を実施出来ているのか
必要に応じて保育職員とリハ職員が会議を開いて確認
し、情報を共有した。

▼活動時にはそれぞれの手順書やマニュアルに沿った
支援を行われているか確認し、より良い支援を目指して
行った。また定期的に外部のコンサルテーションを受
け、自分たちの実践を振り返りながら学びを深めた。

▼ヒヤリハットがあった場合には原因・今後の対策を明
確にして周知し、同じ事故がないよう職員間で情報を共
有した。また日常的に危険個所がないか担当を決めて
園内・園外の見回りや点検を行った。

▼建物の警備、エレベーターの保守点検、消防設備点
検、業務を札幌市が第三者に対して委託して行った。

▼自動ドアの設備点検をフルテックに委託して行った。

▼毎日警備日誌に沿って園内点検を行っている。

・年間の研修計画に基づい
て研修に参加することが出
来た。また、法人内研修だ
けではなくオンラインでの
外部研修にも積極的に参
加し、専門職としてのスキ
ルアップに努めた。

・令和３年度から法人全体
で人事考課制度を実施して
いる。それぞれが期待され
ていることの把握、振り返
り、目標立てを定期的に面
談を実施しながら、人材育
成に努めることができた。

・利用児の把握については
日々の打ち合わせの中で
情報を共有した。
週１回のクラス会議やケー
スカンファレンス会議を通し
て共通の認識の基で一貫
した支援を行えるように努
めた。
また、送迎職員は出発前に
安全マニュアルを読み合わ
せし、事故防止に努めた。
送迎時には座席チェック表
を用いて、子どもが座った
場所を運転手・添乗が確認
し、降車後は事務員等他の
職員が子どもが車に残って
いないか点検を行った。
パート職員に対しても別途
打ち合わせ時間を設定し、
情報共有に努めた。
・緊急時対応として職員が
事業所携帯を所持し、開所
日以外の日でも保護者か
らの相談にのれるような体
制作りを行った。

・施設整備管理について作
業日や時間の調整など細
心の注意を払って対応して
いる。今後も継続した取り
組みを実施していく。

▼法人の組織図、職務、管理者、指揮命令系統を明確
にし、緊急時の連絡体制を確定した。また、各職種が職
務記述書に基づいた業務を行い、役割分担や責任を明
確にした。

▼利用者の送迎利用のニーズの増加に合わせて送迎
職員を増員して配置した。

▼当初の研修計画に基づき職員研修を実施した。ま
た、保育、リハビリ担当職員など各職種ごとの勉強会や
研修会、年代別の研修も計画的に行った。また、年２回
リハビリ職員向けのコンサルテーションも行い、専門職と
しての学ぶ機会を設けた。外部研修参加後は翌日の打
ち合わせの中で職員に周知をしたり、伝達研修等を行っ
た。

▼人材育成としてグループスーパービジョンを週１回、
個別スーパービジョンを月に１回（新人職員は週１回）
行った。また、毎日支援を振り返り、より良い支援を行う
ためにはどうしたらよいのか話す時間を設けながら質の
向上と人材育成に努めた。

▼法人の人事考課制度を実施した。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・令和４年度は受付をした
苦情はなかった。

・仕様書に基づ
き、適正に施設の
維持管理がなされ
ている。

・運営状況や業務報告、活
動報告を行い、感想や意
見等を反映しながらより良
い運営が出来た。

第１回
６月１４日

第２回
８月２５日

＜協議会メンバー＞

小口現金を活用すること
で、出納管理しやすくなっ
た。

▼利用者からの要望・苦情については法人内で第三者
委員を設けるなど体制を整備している。また園内には苦
情受付箱や苦情受付担当を配置し、保護者から要望・
苦情を受けた場合には苦情対応マニュアルに沿って対
応し、改善を行っている。職員には職員手帳に記載して
周知している。

▼利用者や家族からの要望に関しては、個別支援計画
をもとにした個別懇談会を実施し、支援の内容等も家族
とともに確認しながら行っている。

▼日々の記録等必要な書類はパソコンで作成し、児童
発達支援管理責任者が適時確認を行った。

▼個別支援計画の作成については利用者のニーズや
発達段階を把握し、保護者との面談の中で必要な支援
を行えるように各職種で会議を行った。また、発達に合
わせて随時会議を行い、計画に沿った支援を行った。

▼札幌市への月次報告を行っている。

▼業務検査を年２回、財務検査を年１回受け、大きな指
摘事項はなかった。

▼書類の保管はすべて鍵付きの書庫に保存している。

▼アンケート用紙を配布してセルフモニタリングを実施
し、利用者の満足度の計測を行った。

・利用児や家族の情報を
日々共有することで職種毎
に共通の認識をもって支援
を行うことが出来た。

▼法人が作成している就業規則に則り、時間外・休日労
働に関する協定書、給与からの法定外控除に関する協
定書、就業規則、給与規程など必要な労働関係法令を
整備した。

▼本人の有休の希望に沿って有休を取得できるように
体制作りを行った。

▼全職員が１年に１回の健康診断を必須とし、保育に携
わる職員は６ヶ月に１回の腰痛検査を行った。また、スト
レスチェックシートを用い、職場環境の維持向上に努め
た。

・雇用環境を整備し、職員
がやりがいや目標をもって
働ける環境作りに努めた。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

札幌市障がい福祉課　調整担当係長、運営指導係
長・担当
子ども発達支援総合センター地域支援課長
北光まちづくりセンター所長
北光連合町内会会長

▽　要望・苦情対応

協議・報告内容

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の
開催）

開催回

第４回
２月２８日

第３回
１１月２９日

目的、みかほ整肢園が目指す療育、
行事予定、自主事業の報告

目的、業務報告、３ケ月の利用状況と
取り組み状況、活動報告

目的、業務報告、３ケ月の利用状況と
取り組み状況、活動報告

目的、業務報告、４ケ月の利用状況と
取り組み状況、活動報告、２０２３年度
の計画

▼現金等の取扱いについては、現金取扱要綱を整備し
ており、出納員及び分任出納員による一元監理を行っ
ている。また、複数職員でのチェックを行うことで、事故
防止に務めた。現金等の取扱については、物品購入は
小口現金で対応することにより出納管理がスムーズに
進んだ。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無
などの安全衛生面を含む)
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・仕様書に基づ
き、適正に施設の
維持管理がなされ
ている。

・保護者向け学習
会やペアレントト
レーニングによる
学習を行っている
点は評価できる。

▼個別の関りを意識し、常に安全を守ることに努めた。
座位保持椅子の使用など行動制限の対象となる具体的
な行為があった場合は個別支援計画に記載し、事前に
保護者の同意を得て業務日誌に記載している。継続の
際にも必要性を定期的に会議を行っている。

▼法人の感染防止委員会に月１回参加した。また、感
染症予防や対策のため手順書を作成し、利用者や職員
の健康管理や安全に気を付けた。また、感染症対策の
マニュアル等を適宜見直した。

▼緊急時対応マニュアル（火災、震災等）を作成し、啓
発を行っている。また、緊急時連絡体制の連絡網も作成
した。

▼救急救命法の講習も実施し、AEDの使用方法につい
て外部講師を招いて研修を行った。

▼防犯対策として玄関の鍵は施錠し、モニターで確認を
してから開錠している。また、不審者対応マニュアルを
作成し、研修を行った。

・１人１人の障がい特性に
合わせた関りを意識し、座
位保持椅子の使用など行
動制限の対象となる行為
がある場合は職員間で共
通対応した。

・地震の教訓から災害時の
非常食などの確認を行っ
た。今後も緊急事態を想定
した連絡網での訓練の実
施を行いたい。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

（4）事業の計
画・実施業務

▽　学習機会の提供業務

▽　医療型児童発達支援センターと児童発達支援セン
ターに関する情報収集及び提供業務

▽　町内会エリアセーフティー（地域安全）と介護予防セン
ターに関する情報収集及び提供業務

▽　利用に関する相談業務

▼１年間で電話や来所での相談や見学等を含めると延
べ４０件の相談対応を行った。

・専門職が保護者向けに学
習会の予定を組んで実施
することが出来た。また、
保護者の要望に合わせて
その他に学習会の機会も
設けた。

▼リハビリ担当スタッフ、看護師、栄養士等、専門職が
テーマを決めて保護者向けの学習会を月１回程度実施
した。また、年４回の子育て講座やペアレントトレーニン
グの学習の機会やを設けた。

▼児童発達支援センター会議の出席し、各センターとの
情報共有を行った。また、新型コロナウイルス感染対策
のため対面研修が出来なかったため他園と協力して動
画を作成した。障がい福祉課として動画を札幌市内の児
童発達支援事業所・放課後等デイサービスに配信した。

▼町内会のみかほの取り組みの情報提供や総会に出
席した。
▼特別養護老人ホームのコロナ対策の情報収集を行っ
た。
▼コロナ対策、医療的ケア児や重心の子どもの療育や
リハビリについての情報提供を行った。

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

・日常清掃や計画清掃を行
い、施設の維持管理に努
めた。

▼防災計画を策定するとともに、月１回防災訓練を実施
した。また、年２回あかしあ学園と合同避難訓練を実施
した。

▼防火管理責任者を選出して防災管理の徹底を図っ
た。

・同一建物内にあるあかし
あ学園と情報を共有して防
災に対する取り組みを行っ
た。

▽　防災

▼日常清掃では毎朝打ち合わせの前と退勤前に担当
箇所を決めて清掃を行った。おもちゃや手の触れる所は
使用後の消毒や１日３回消毒を行っている。

▼計画清掃では届出書を作成し、計画的に実施した。

▼建物の警備は帝国セキュリティが行っている。また、
同一建物内にあるあかしあ学園と連絡を取り合いながら
建物の施錠や開錠を行った。

▼絨毯清掃は週１回行った。

▼園庭管理として芝生草刈り、水まきは計画を立てて予
定通り行った。

5



（別紙１）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・利用率が要求水
準に満たなかった
要因として、新型
コロナウイルス感
染症の感染拡大
と相当程度の関
連性が認められ
る。

・各種広報媒体を
利用した活動は評
価できる。

・適正に事業を実
施している。
・新規で放課後等
デイサービスを開
始して、子どもた
ちの支援を行って
いる点は評価でき
る。

・保護者に確認しながら活
動を外部の方に向けて発
信することが出来た。今後
も継続して行っていく。

（指定管理期間のため該当しない）

▼日中一時支援事業の契約人数が３５名であった。
▼居宅訪問型児童発達支援事業の契約人数は１名であった。
▼令和３年度から放課後等デイサービスみかほを開始し、センター
を卒園した子どもたちが通える場所作りを行った。契約の人数は９
名であった。

▼札幌シルバー人材センターと札幌社会復帰センターに除雪の依
頼を行った。

・保護者のニーズに合わせ
て支援を行い、体調が悪
かった母親が回復したり、
兄弟の子どもの世話ができ
るようになった等生活が楽
になり子育てに余裕が出て
きたなどの声が聞かれた。
働くお母さんも増加し、生
活の安定に繋がった。

・実施期間　　令和５年１月～３月
・対象者　　　 利用者５５名
・回収率　　　 ８９％

・総合的な満足度は目標８０％に対し８５％だった。
「子どもは通園を楽しみにしているか」
　はいが90％　どちらともいえないが１％

「事業所の支援に満足しているか、当施設に総合的
な満足をしているか」
　はいが８５％　どちらともいえないが１４％
　
「職員の接遇について満足しているか」
　はいが８９％　どちらともいえないが１０％であっ
た
・子どもにとって確実に大好きな場所になっている。
・みかほに着くと同時に笑顔を見せるので楽しく活動
している証拠かと思う。
・チャイルドシートの時は大泣きだが、部屋に入ると
楽しく遊んだり落ち着いている時間が少しずつ増えて
いると思う。楽しい様子が見られる。
・母にとっても子どもにとっても信頼できる先生方ば
かりで本当に感謝しています。
入るまでこんな場所があると知らなかったので、とて
も満足している。子どもも親にも安心してあたたかく
通えている。
・こまめに連絡をとってくれているので親としてはとて
もありがたく感じている。

【意見】仕方ないとは思うが、通路に座位保持等がた
くさん置いてあるので人数が多いとすれ違う時に気
をつけなければと感じることがある。ロッカー前の座
位保持椅子が気になる。

（6）付随業務 ▽　広報業務

▽　引継ぎ業務

２　自主事業その他

▽　自主事業

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▼インターネット上で札幌市のホームページに掲載して
いる。日々の活動や行事については法人内のブログに
掲載した。
▼関係機関や学校等に毎月園だよりを送付し、園での
活動内容について広くお知らせをした。
▼当事業所への見学の親子は延べ１９名だった。学生
実習の受け入れや関係機関の見学等も感染予防対策
を行いながら受け入れた。

・要求水準を上回
る満足度であり、
評価できる。

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

・令和４年度４月は５５名の
在園児だった。感染予防対
策を行いながら見学や体
験などの希望を随時受け
入れた。
・利用率は80%を目指して
いたがコロナ禍もあり、登
園を控えている方や入院
等で長期休みの方が多くな
ることがあり６１％であっ
た。前年度より５％あがっ
ている。

ー １４

5362

244

15新入園児 20

退園児 9

▽　利用促進の取組

▼随時保護者からの見学や他事業所、相談事業所など
様々な機会を通して見学を受け入れ施設の紹介を行っ
た。

実施方
法

結果概
要

【対応】登園していない子どもの座位保持椅子は２階
の空きスペースに保管します。
ロッカー前の座位保持椅子は通り道を確保するよう
にします。

【意見】部屋の絨毯を転倒した時などに安全な様に
クッション性のあるマットにしてほしい。

【対応】全面的には交換が出来ませんが、部屋にクッ
ションを購入します。

１１

5856

（5）施設利用
に関する業
務

Ｒ３年度実績 Ｒ４年度計画

5951

238

Ｒ４年度実績

244開所日数

▽　利用件数等

延べ人数

人数/日 22.5 32 24

6



（別紙１）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ⅲ　総合評価

令和２年度より札幌市みかほ整肢園は指定管理者制
度を導入し、社会福祉法人麦の子会によるサービス提
供、施設管理・運営を開始した。指定管理施設として
の質の高いサービス提供体制を確保しつつ、さらに利
用者のニーズに沿った柔軟な視点や工夫によるサー
ビスの向上を目指していくことを優先して運営を行って
きた。

〇　利用者の虐待防止・権利擁護の遵守
　国連の「子どもの権利条約」「障碍者権利条約」に基
づき、利用する方々の人権を守るため、支援者として
確固たる倫理観と専門性を持ち合わせることができる
ように、アンガーマネジメント研修、行動障害や肢体不
自由のある方への対応方法の研修、落ち着きプラン
の設定、毎週水曜日の助けを求める・助けを求められ
る前に助けに入る練習などを実施した。
　また、医療面・行動面での安全の確保のために腰ベ
ルトや保護帽等を装着する場合には、事前に個別支
援計画書で保護者に同意を得た上で実施し、業務日
誌への記載も行った。定期的に会議等で１人１人に合

　

　

　

　
　

　

〇　法人のミッション「共に生きる」子どもを育てるには、「村中の
大人の知恵と力と愛と笑顔が必要です」を具現化できるように取
り組んでいく。
全体として、愛着障害、発達障害、自閉症、重症心身障害児、医
療的ケア児、心理臨床、ペアレントトレーニング、職業人として高
いレベルの働き方についてそれぞれ専門家よりコンサルテーショ
ンを受けて研修することで職員の資質の向上を図る。また新人、
２年目、３年目、４年目、５年目以上のプログラムを作り人材育成
を行っていく。分野ごとにオンデマンド研修を行い、リハビリテー
ションも含む専門分野のコンサルテーションを受けて専門性を磨
いていく。

〇　安全管理
　全国の保育園や障害児施設での子どもの死亡事故から学び、
みかほ整肢園ではそのような事故が起きないように施設内の危
険個所の点検や修繕を定期的に行い、子どもが安全に過ごせる
ような環境整備を行う。送迎車両の置き去りがないように、送迎
終了後は運転手と添乗以外の職員が座席表に基づいて点検を
行う。活動時の場面ごとに人数確認を行って、事故の予防を行っ
ていく。

　

　

　

その他 54,040 57,250 3,210

自主事業収入 29,320 34,852 5,532

指定管理業務支出 124,270 134,552 10,282

支出 153,290 170,431 17,141

自主事業支出 29,020 35,879 6,859

収入-支出

0

項目 Ｒ4年度計画 Ｒ4年度決算

当法人は一体的に福祉サービスを提供しており、財政状況は安定し
ている。

▼　各条例の規定に則り、全て適切に対応した。

0

【指定管理者の自己評価】

純利益 3,060 ▲ 5,586 ▲ 8,646

▽　説明

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条
例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

総合評価 来年度以降の重点取組事項

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

0 0

・事業所単体とし
ての収支は赤字と
なったが、法人全
体としては安定し
た経営を保持して
いる。

・各条例を順守
し、適正に対応し
ている。

〇指定管理業務収入ではその他収入、利用者増により障害児施設
給付費や診療報酬の増加やｺﾛﾅ補助金収入等で計画より2,963千
円増となった。
〇利用人数増により、単独の医療的ケア児がさらに増えたことで、
看護師等を増員したことにより人件費が増加した。そして、送迎利用
人数が増加したことにより車両を1台追加、水道光熱費や食材費の
高騰により事業費も増加した。また、専門性を高めるために研修費
を増加したことにより指定管理業務支出は計画より10,282千円増と
なっている。
〇自主事業収入は放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽの開設から2年目となり、利
用率は昨年度は58.7％で今年度は100.8％となり、42.1％増加し計画
より5,532千円増となった。
〇以上のことから収支は計画より8,646千円減となった。

3年目の指定管理者とし
て、支援の充実と利用者増
に努めた。医療型児童発
達支援センターは、一日の
平均利用者が2021年度、
22.5人から2022年度は、
24.4人に増加し、給付費収
入が6,587千円増加したこと
により収支が昨年度より改
善した。単独通所に伴い、
送迎利用人数の増加によ
り車両購入、安全管理の為
看護師を増員したことや水
道光熱費、食材費の高騰
が要因となり、指定管理業
務収支は‐4,559千円となっ
た。
自主事業の放課後等デイ
サービスは昨年度より収入
が増加し51万円の黒字と
なった。
令和4年度の決算は‐5,586
千円となったが重度の医療
的ケアの子どもが単独で利
用するようになり手厚い看
護が必要になったために看
護師を増員したことなどが
一因になっている。
来年度も引き続き重度の
医療的ケアの子ども達の
安心安全を守っていく。
2023年度はコロナの収束
によりさらなる利用者増
加、経営の安定が見込ま
れる。

3,060 ▲ 5,586 ▲ 8,646

利益還元 0 0

法人税等

４　収支状況

71,040 71,040 0

利用料金 1,950 1,703 ▲ 247

・事業所として収
支は支出超過で
あるものの、前年
度に比べ赤字幅
が小さくなってい
る点は評価でき
る。
・指定管理業務収
入・自主事業収入
ともに、利用者増
に努め、支出超過
ながらも計画を上
回る収入となって
いることは評価で
きる。
・水道光熱費や食
材費が高騰してい
る中、人員配置増
により人件費が計
画より増えたこと
や、送迎用車両を
新たに購入したこ
となどにより、事
業所として２年連
続で支出超過に
なったことは、事
業継続のために
は懸念材料とな
る。

差（決算-計画）

（千円）▽　収支

指定管理費

8,495

指定管理業務収入 127,030 129,993 2,963

収入 156,350 164,845
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（別紙１）

看護師の増員や自主事業など、手厚い事業を実施して
いると評価できる。また、利用者アンケートの要求水準を
上回っていることは評価できる。引き続き、送迎車両に
係る安全管理管理や利用者や家族のニーズに合わせた
支援を続けてほしい。

引き続き、利用者処遇の向上に努めてもらいたい。
計画的な支出を行い、収支状況を改善をして安定した経営状態
にしてほしい。
また、各年度における計画策定の際、新型コロナウイルス感染症
の影響などで仕様書を下回る数値を設定する場合などは、札幌
市と事前に協議すること。

　
　

　

わせ必要性を見直していった。

〇　保護者との面談や理学療法士・作業療法士・言語
聴覚士の身体機能・構造、活動や参加場面における
評価を共有し、各利用者と保護者の希望に沿った支援
計画を作成した。計画に合わせて、日々の保育活動や
リハビリ場面での経過について定期的にカンファレン
スを行った。

〇　送迎をドアツードアで行うことで毎日の利用人数が
増えた。また、単独利用を取り入れたことで兄弟の世
話もできるようになり、働く母親も利用できるようにな
り、さらに利用人数が増えてきている。今後も保護者
のニーズに合わせて個別対応を行っていきたい。

〇　今年度初めての取り組みとしては、年長児のお泊
り会・夏祭りを行った。お泊り会では楽しく安全に活動
を行うことが出来た。また、夏祭りは親の会と共催で開
催し、家族や兄弟児・卒園児も参加した。
　
〇　レスパイト事業として日中一時支援事業を実施し
ている。その中で体調が悪かった母親が回復したり、
兄弟の子どもの世話ができるようになった等生活が楽
になり子育てに余裕が出てきたなどの声が聞かれた。

〇　子どもや障害のある人の命を大切にし、尊厳を支
える支援が行えるように、職員の専門性・資質の向
上、働くことを通してやりがいのある人生が送れるよう
に各種研修を実施した。研修会については、年間計画
をたて、年代別専門研修、職階別研修、共通研修を個
人に合わせて積極的に参加しスキル向上を図った。リ
ハビリテーションのコンサルテーションも年２回受け、
専門職としてのスキルアップを図った。

　

　
　

〇　利用者の虐待防止・権利擁護の遵守
法人として倫理綱領を策定して職員手帳に記載して倫理綱領に
元づいて職員が行動できるように進めていく。また、職員一人一
人の落ち着きプランを張り出し週１回アンガーマネジメントの練習
することで職員同士助け合い、利用者への虐待防止につなげて
いく。

〇　重点目標として子ども時代を子どもらしく過ごせるように、子
どもたちが主人公となるように支援、応援をしていく。子どもたち
の発達に合わせて外活動やグループでの活動を取り入れ、自然
に触れる機会を増やす。

〇　家族支援として、クラス活動で親子でクラスへの所属感を持
てるように支援していく。
また、保護者同士の交流の場を設ける。そして子どもの発達に合
わせた子育てができるように学びや交流の機会を増やしていく。
保護者の困り感を早期にキャッチして個別懇談を行い、解決の方
向を見出していく。
月１回のクラス懇談、医療的ケアが必要な子どもや障害のある子
どもの子育て体験談、ペアレントトレーニングの勉強会、年４回の
子育て講座、年３回の親子発達支援のプログラム、子どもの精神
発達についてなど日常的に進めていく。

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項
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